
道
路
環
境
の
幹
線
道
路
、

準
幹
線
道
路
及
び
生
活
道
路

の
整
備
手
法
は
。

建
設
部
長

３
分
類
の
道

路
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
規

格
に
よ
っ
て
対
応
、
振
動
・

騒
音
等
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
舗
装
の
老
朽
化
に
よ
っ

て
振
動
を
誘
発
し
た
場
合
、

必
要
な
時
期
に
維
持
修
繕
し

て
い
る
。

山
手
幹
線
及
び
府
道
富

野
荘
八
幡
線
等
の
渋
滞
緩
和

の
対
策
は
。

建
設
部
長

本
市
と
京
都

府
・
八
幡
市
・
田
辺
及
び
八

幡
警
察
署
で
渋
滞
対
策
勉
強

会
を
開
催
。
情
報
交
換
を
行

い
意
思
疎
通
を
図
り
継
続
し

て
対
策
を
講
じ
る
。

学
校
教
育
環
境
整
備
、

小
学
校
の
洋
式
便
器
の
状
況
。

桃
園
小
・
大
住
小
の
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
。

教
育
部
長

平
成

年
度

内
に
は
、
８
校

ケ
所
に
洋

式
ト
イ
レ
の
設
置
を
計
画
。

桃
園
小

ケ
所
、
大
住
小

ケ
所
を
改
修
予
定
で
あ
る
。

通
学
路
は
新
た
な
開
発
や
交

通
事
情
も
変
化
す
る
中
、
子

ど
も
の
安
全
を
最
優
先
し
、

必
要
な
改
修
や
関
係
機
関
へ

の
要
請
な
ど
安
全
確
保
を
図

る
。

健
康
ケ
丘
区
の
世
帯
数

は
数
年
間
に
急
増
し
た
。
早

急
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
及
び
改

善
が
必
要
。
実
施
時
期
は
。

建
設
部
長

年
度
に
排

水
問
題
の
解
消
を
調
査
・
検

討
業
務
を
実
施
。

年
度
に

実
施
す
べ
く
予
算
計
上
し
、

池
ノ
谷
責
谷
線
の
約
３
０
０

の
水
路
改
修
と
一
部
道
路

幅
員
の
歩
行
空
間
の
確
保
、

水
路
に
蓋
掛
け
を
実
施
す
る
。

大
住
土
地
区
画
整
理
事

業
に
関
わ
る
防
賀
川
改
修
に

つ
い
て
。

建
設
部
長

治
水
対
策
と

し
て
、
府
に
お
い
て
虚
空
蔵

谷
川
合
流
点
下
流
２
０
０

区
間
の
改
修
を
終
え
、

年

度
よ
り
虚
空
蔵
谷
川
合
流
部

の
改
修
に
着
手
す
る
。

救
急
患
者
を
救
急
搬
送

す
る
場
合
、
病
院
側
と
の
連

携
は
万
全
か
。

消
防
長

救
急
搬
送
は
基

本
的
に
隊
員
の
観
察
結
果
を

も
と
に
、
症
状
に
応
じ
直
近

の
救
急
病
院
に
情
報
を
伝
達

し
、
速
や
か
に
搬
送
し
て
い

る
。

市

田

博

議
員
（
一
新
会
）

本
市
の
文
化
活
動
拠
点

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

第
３
次
総
合
計
画
は
平
成

年
度
か
ら

年
度
の

ケ

年
計
画
。
既
に
６
年
が
過
ぎ

た
。
市
長
が
本
部
長
の

生

涯
学
習
推
進
本
部

、
教
育

部
長
が
幹
事
長
で
あ
る
同
幹

事
会
、
生
涯
学
習
推
進
協
議

会
、
市
教
育
委
員
会
、
社
会

教
育
委
員
会
等
関
係
部
局
の

会
議
録
、
審
議
内
容
を
調
べ

た
が
、
こ
の
６
年
間
審
議
、

検
討
し
た
形
跡
が
な
い
。
こ

れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
き
た
の
か
。

教
育
部
長

生
涯
学
習
推

進
本
部
、
同
幹
事
会
は
同
計

画
策
定
時
に
１
回
会
議
を
し

た
。
中
央
公
民
館
の
整
備
に

つ
い
て
も
内
部
検
討
会
議
は

し
た
が
、
協
議
会
の
議
題
と

し
た
こ
と
は
な
い
。

教
育
委
員
長

教
育
委
員

会
で
正
式
議
題
と
し
て
取
り

上
げ
た
こ
と
は
な
い
。
文
化

施
設
の
あ
り
方
と
い
っ
た
幅

広
い
議
論
が
教
育
委
員
会
に

お
い
て
も
必
要
で
あ
っ
た
の

で
は
、
と
い
う
反
省
の
感
を

持
っ
て
い
る
。

市
長

内
部
で
正
式
な
協

議
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

今
、
言
わ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
早
急
に
や
ら
な
け
れ
ば
と

痛
感
し
て
い
る
。

文
化
施
設
建
設
の
た
め

の
基
金
は
約

億
円
。
財
源

問
題
で
も
施
設
建
設
の
財
源

は
あ
る
と
考
え
る
。
中
央
公

民
館
、
北
部
、
中
部
住
民
セ

ン
タ
ー
の
建
設
費
用
は
。

教
育
部
長

中
央
公
民
館

は
、２
億
９
１
８
４
万
円（
昭

和

年
）
、
北
部
住
民

セ
ン
タ
ー
４
億
円
（
平
成
元

年
）
、
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

６
億
３
３
０
０
万
円
（
平
成

年
）
が
当
時
の
経
費

で
あ
る
。

市
長

今
後
、
十
分
検
討

に
入
っ
て
い
き
た
い
。

関
電
の
原
子
力
に
依
存

し
な
い

電
力
購
入
に

切
り
替
え
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
。

教
育
部
長

は
、

野
球
場
な
ど
夜
間
照
明
使
用

に
効
果
が
あ
る
の
で
、
導
入

し
た
い
。

経
済
環
境
部
長

平
成

年
度
策
定
の

地
球
温
暖
化

対
策
推
進
計
画

の
中
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
内

容
も
踏
ま
え
計
画
し
て
い
る
。

生涯学習機能の充実が
待たれる中央公民館

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

本
市
の
課
題
解
決
に
向
け
て
。

商
店
街
や
ス
ー
パ
ー
付
近

な
ど
に
高
齢
者
の
拠
点
を
つ

く
り
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整

備
を
。

高
齢
者
に
と
っ
て

身
近
な
商
店
街
を
残
す
取
り

組
み
を
。

買
い
物
困
難
地

域
解
消
の
た
め
に
、
市
内
商

店
や
生
産
農
家
が
宅
配
・
出

張
販
売
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
確
立
を
。

近
鉄

新
田
辺
駅
踏
切
の
歩
行
車
道

の
損
傷
が
激
し
い
。
ラ
バ
ー

化
す
る
な
ど
再
整
備
を
。
ま

た
、
東
側
道
路
の
拡
幅
計
画

は
。

駅
前
広
場
を
含
む
近

鉄
新
田
辺
駅
東
側
周
辺
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
。

保
健
福
祉
部
長

各

中
学
校
区
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
て
民
間
サ

ー
ビ
ス
の
情
報
を
収
集
し
、

整
備
し
て
市
民
へ
提
供
す
る

予
定
。
あ
わ
せ
て
市
民
と
の

連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
進

め
る
。
個
人
商
店
や
生
産
農

家
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

関
係
所
管
で
十
分
連
携
を
し

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

経
済
環
境
部
長

本
市

で
は
、
地
域
商
業
の
振
興
と

に
ぎ
わ
い
作
り
を
推
進
す
る

た
め
商
店
街
に
ぎ
わ
い
創
出

支
援
事
業
を
制
度
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
や
府
の
制
度

も
あ
る
の
で
、
今
後
も
各
商

店
街
か
ら
の
支
援
要
望
に
は

積
極
的
に
こ
た
え
て
い
き
た

い
。

地
元
野
菜
を
販
売
し

再整備が求められる近鉄新田辺駅
南側踏切の歩行者道

て
い
る
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の

駅
で
は
北
部
地
域
で
の
個
人

宅
配
を
希
望
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
ず
は
普
賢
寺
や
ふ
れ
あ
い

の
駅
の
存
在
を
広
く
市
民
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

建
設
部
長

踏
切
の
歩

行
者
道
は
近
鉄
の
管
理
と
な

っ
て
い
る
が
、
耐
久
性
や
補

修
費
の
問
題
等
含
め
て
、
近

鉄
と
話
す
よ
う
善
処
し
た
い
。

東
側
道
路
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
北
側
を
拡
幅
し
て
歩
道
を

つ
く
り
、
車
道
を
北
へ
シ
フ

ト
さ
せ
て
南
側
に
路
側
帯
の

よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
。

駅
前
広
場
に

つ
い
て
は
財
政
的
な
問
題
か

ら
今
す
ぐ
に
着
手
す
る
こ
と

は
困
難
。
ま
ず
は
都
市
計
画

道
路
の
拡
幅
を
先
行
す
る
。

南

部

登
志
子

議
員
（
無
会
派
）

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

一部洋式化される小学校のトイレ
（現在のトイレ）

待
機
児
童
対
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
家
庭
的
保
育
事
業

（
保
育
マ
マ
制
度
）
を
進
め

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

保
健
福
祉
部
長

多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
選
択
肢

と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事
業
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

子
育
て

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
な

る
よ
う
に
関
係
団
体
等
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

４
月
か
ら
中
学
校
で
は

武
道
が
必
修
化
に
な
る
。
現

在
、
田
辺
、
大
住
中
学
校
に

は
武
道
場
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

武
道
場
を
整
備
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
安
全
対
策
は
ど
の
よ

う
に
実
施
す
る
の
か
。

教
育
部
長

武
道
場
の
設

置
は
、
計
画
し
て
い
な
い
。

安
全
面
は
、
準
備
体
操
の
工

夫
や
受
け
身
を
丁
寧
に
指
導

し
、
集
中
し
て
学
習
で
き
る

環
境
づ
く
り
や
き
め
細
や
か

な
指
導
が
で
き
る
よ
う
実
施

す
る
。
指
導
者
は
、
京
都
府

の
研
修
会
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
年
間
指
導
計
画
の
作

成
に
あ
た
り
、
複
数
の
指
導

者
に
よ
る
授
業
展
開
を
行
え

る
よ
う
に
し
、
指
導
経
験
豊

富
な
教
師
と
の
交
代
を
行
う

な
ど
の
工
夫
を
各
学
校
の
実

態
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
く
。

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に

対
す
る
市
の
見
解
と
、
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
し
て
い

く
考
え
は
。

総
務
部
長

利
用
し
た
場

合
、
業
務
が
標
準
化
で
き
、

安
価
に
な
り
、
機
器
の
維
持

管
理
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

で
き
る
等
の
利
点
が
あ
る
。

一
方
で
、
市
町
村
独
自
の
サ

ー
ビ
ス
が
行
い
に
く
く
な
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
不
安

や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定

運
営
の
確
保
と
い
う
問
題
が

発
生
す
る
な
ど
の
欠
点
も
あ

る
が
、
将
来
的
に
は
増
加
す

る
と
考
え
て
い
る
。
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
は
、
京
都
府
自
治

体
情
報
化
推
進
協
議
会
で
文

書
管
理
シ
ス
テ
ム
、
財
務
シ

ス
テ
ム
、
基
幹
系
業
務
シ
ス

テ
ム
で
の
実
証
実
験
が
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
実
用
化
さ
れ
た
段
階

で
利
用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

武道が必須科目となり安全面の強化が
求められる（培良中学校武道場）

河

本

隆

志

議
員
（
民
主
党
）

年（平成 年） 月 日


